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確
定
申
告
は

お
任
せ
く
だ
さ
い
！

株
式
会
社

Ｆ
＆
Ｍ

電
話
〇
六
―
六
三
三
九
―
七
一
四
〇

担
当

森
岡
・
杉
本

平
日
受
付
時
間

九
時
～
十
七
時

活
き
た
貴
重
な
話
！

普
段
か
ら
ハ
ン
ド
ル
を

握
っ
て
い
る
、
ベ
テ
ラ
ン

の
職
業
ド
ラ
イ
バ
ー
で
も
、

停
止
距
離
の
質
問
に
対
し

て
、
正
解
す
る
事
が
難
し

い
問
題
に
な
っ
て
い
て
、

い
か
に
車
間
距
離
と
前
方

を
注
視
し
な
い
と
危
険
な

の
か
が
理
解
で
き
た
内
容

で
あ
っ
た
。

大
宮
警
察
よ
り
推
奨
さ

れ
た
『
明
日
か
ら
私
も

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ド
ラ
イ

バ
ー
』
を
視
聴
後
、
地
元
の

平
成
二
十
八
年
十
一
月

六
日
、
午
前
九
時
か
ら
埼

玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
に

あ
る
『
さ
い
た
ま
共
済
会

館
』
五
〇
三
号
室
に
て
、
グ

リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
主
催
の

第
四
回
安
全
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。

今
回
、
過
去
最
高
の
五

十
四
人
の
パ
ー
ト
ナ
ー
さ

ん
参
加
の
も
と
、
一
時
間

の
限
ら
れ
た
時
間
の
中
、

内
容
の
濃
い
講
義
が
行
わ

れ
た
。

講
義
は
グ
リ
ー
ン
エ
ナ

ジ
ー
営
業
ド
ラ
イ
バ
ー
の

内
田
氏
の
『
安
全
は
全
て

に
優
先
す
る
！
』
こ
の
第

一
声
で
始
ま
り
、
安
全
大

会
の
意
義
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。
特
に
、
昨
年
五

月
に
あ
っ
た
重
大
人
身
事

故
の
主
な
原
因
が

前
方
不
注
意

の
事
故
で
あ
っ
た
事
も
あ

り
、
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
て

か
ら
停
止
す
る
ま
で
の
距

離
に
つ
い
て
講
義
の
テ
ー

マ
で
あ
っ
た
。

浦
和
で
事
務
所
を
構
え
る
、

浦
和
総
合
法
律
事
務
所
、

代
表
弁
護
士
の
青
木
芳
之

先
生
が
講
演
し
た
。

交
通
事
故
の
弁
護
を
、

専
門
と
さ
れ
て
い
る
先
生

の
公
演
は
、
さ
す
が
に
普

段
生
活
し
て
い
く
中
で
、

聞
く
事
の
で
き
な
い
貴
重

な
話
ば
か
り
で
、
パ
ー
ト

ナ
ー
の
皆
さ
ん
が
真
剣
な

眼
差
し
で
、
耳
を
傾
け
て

い
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ

た
。特

に
、
講
義
の
終
盤
に

話
さ
れ
た
内
容
は
、
心
を

揺
さ
ぶ
る
話
で
、
事
故
を

起
こ
す
と
、
そ
の
後
も
続

く
損
害
と
補
償
、
被
害
者
、

加
害
者
共
に
背
負
う
肉
体

的
、
精
神
的
に
深
い
傷
を

負
う
の
で
あ
る
。

明
日
は
我
が
身
で
あ

る
！
決
し
て
、
対
岸
の
火

事
で
は
な
い
！
危
険
は
何

処
に
あ
る
の
か
は
解
か
ら

な
い
。
被
害
者
に
も
加
害

者
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

不
幸
な
事
故

を
出
さ
な
い
為
に
も
、
今

一
度
、
初
心
に
立
ち
返
り

ハ
ン
ド
ル
を
握
ら
な
い
と

い
け
な
い
、
車
は
利
便
性

の
高
い
乗
り
物
で
あ
る
と

同
時
に
、
『
走
る
凶
器
』
と
、

強
く
感
じ
た
時
間
で
あ
り
、

決
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な

い
の
で
あ
る
。

編
集
後
記

や
は
り
、
今
回
の
目
玉

は
弁
護
士
の
青
木
先
生
で

し
た
ね
。
話
術
、
話
の
内
容

凄
い
モ
ノ
が
あ
り
ま
し
た

ね
！
同
じ
く
ら
い
に
光
っ

て
い
た
の
が
、
ス
ー
ツ
で

し
た
。
私
も
い
つ
か
は
先

生
の
よ
う
な
、
素
敵
な

ス
ー
ツ
が
似
合
う
男
に
な

り
た
い
！
そ
ん
な
風
に

思
っ
た
時
間
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
新
入
社
員

が
入
社
し
ま
し
た
。

山
田
で
す
二
十
五
歳
の

青
年
で
す
。
特
技
は
尾
行

で
す
（
笑
）
こ
れ
か
ら
、
皆

さ
ん
に
会
う
事
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

す
こ
や
か

貴
方
は
大
丈
夫
で
す
か
？
確
定
申
告
の
制
度
が
変

わ
っ
た
事
、
法
律
が
改
正
さ
れ
て
い
る
事
、
知
っ
て
ま

し
た
か
？

今
更
な
が
ら
、
『
知
ら
ね
え
よ
！
』
な
ん
て
言
っ
て
も

御
上
に
は
通
用
し
ま
せ
ん
よ
。

決
し
て
許
さ
れ
な
い
、
知
ら
な
か
っ
た
で
は
済
ま
さ

れ
な
い
確
定
申
告
！
納
税
は
国
民
の
義
務
で
す
よ
！

今
回
、
大
阪
に
本
社
を
構
え
る
『
株
式
会
社
Ｆ
＆
Ｍ
』

の
ス
タ
ッ
フ
九
人
が
か
り
で
、
確
定
申
告
に
つ
い
て
約

一
時
間
半
に
わ
た
っ
て
説
明
及
び
相
談
に
乗
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度
の
確
定
申
告
か
ら
完
全
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
明
記
す
る
欄
が
で
き
、
政
府
の
本
気
度
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
の
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
、

確
定
申
告
の
有
無
が
簡
単
に
判
っ
て
し
ま
う
し
ま
う

時
代
が
来
ま
し
た
。

ま
だ
間
に
合
う
！
未
申
告
の
人
は
ど
う
し
ま
す
？

安
心
し
て
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
。


